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Recent diverse power sources like Cambrian explosion 

• Gasoline engine vehicle(gENV) : 
• Diesel engine vehicle (dENV)
• Hydrogen engine vehicle (hENV) : including NH4

• Gasoline Mild HEV (MHEV):
• Gasoline Double-drive HEV (DDHEV)
• Gasoline Single-drive HEV (SDHEV)
• Hydrogen HEV
• Gasoline PHEV
• Hydrogen PHEV
• eFuel PHEV: Germanyの狙い！
• Diesel engine HEV
• Rotary engine HEV
• Immature BEV？
• Strong BEV（3倍以上の電池性能の真のBEV：自動車用はまだ実用化していない。)
• FCV
• PlugIn FCV
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Actual cruise distance of BEV of $15,000（2021年までに市場に出たもので推算）

Many companies may take the direction   
mHEV→BEV→DDHEV, SDHEV →PHEV
I think that, first, today’ BEV may also check safety of 
battery for automobile,  before going to PHEV. Sudden 
development of PHEV with complex system will not be easy.

Today’s HEV：$15,000
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Today’s HEV：$15,000

Therefore, an important target of my targets is 
for HEV based on focusing engines with very 
high thermal efficiency, while my other targets 
are also for battery-less cars, power 
generation, aircrafts, and rockets.
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PHEV with focusing engine will win against immature BEV, even after 2050!
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電池の進化はHEV/PHEVも進化させる。2倍ほどの電池性能のBEVでは総合性能（ユーザー評価）で
みて、PHEVを超えられないのではないか？BEVより安いPHEVが優位だからである。中国もしばら
くしてこのことに気が付くのではないかと考えている。

さらに、以下の理由がある。
（1）今後、再生エネルギーが増えるのであれば電力供給不安定になり、しかも、気象災害も増えて
停電が増加するだろう。その際、炭化水素や水素などの燃料供給をして、PHEVから家庭への電力供
給することが必要になると考えられる。（人間の心臓も左右心室２つある。）
（2）ドイツの狙いはPHEVでのefuel利用ではないか。燃料使用量は少ないので、単価が高くても
ユーザーは受け入れやすいからだ。
（3）この30年、自家用車の価格が上がり続けている。これでは、多くの人が買えなくなっていく。
（4）燃焼エンジンも電池も化学反応の範疇にあり、原子核反応ではない。



Next, let us think that, after 1st Cambrian period, Birds (鳥類) and Mammalia 
(哺乳類) including human Beings appeared.

Bird and human beings can travel for very long distances, even though 
with small amount of energy. This is because birds get wings and human beings 
obtain large brain, which bring artificial wings and engines. 



Kobayashi, Naitoh
et al. J. of 
Condensed Matter 
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車でも、一回の燃料投入で1年間補充不要で、1万㎞走行できる動力機構を「狙う
べき」であり、その研究も急速に加速して進めている！ 万が一、性能が１ケタ進
歩したバッテリーが登場した場合は燃焼エンジン無しの「真のBEV」が普及する
と考えているが、それをも凌駕するからだ。燃焼反応の10000倍を超える原子力
は放射線を出すのに対して、放射線を出さない「燃焼の100倍程度のエネルギー
を放出する動力機構」を目指すのである.

文明の勃興は西回り（100年以上前のヨーロッパ、60年前の米国、日本の30年前を考えれば、次に、
日本の西側に位置する国々が急進すること）、は以前からわかっていた事で、今更、驚く事では
ない。必要なのは更に先に進む事である。



We also got a possibility of low nuclear energy without radiation 
beyond combustion, when we employ the present focusing engine
with supermulti-jets colliding at 250MPa and 3500K, while adding
hydrogen gas and nano metal powder catalyzer.
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Research Features（1万人以上が読むと言われる英国の科学雑誌）: was 
deeply interested in our works including chemical and quantum 
engines and actively released them to the world on March, 2023. 
https://researchfeatures.com/particle-breakups-connect-phenomena-biology-cosmology/

私共で提示してきた「液体燃料や素粒子を含む様々な粒子の分裂現象の物理数学
理論モデル」が、ある程度、弱原子核反応も説明できる！



Conclusions
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・Short-term target (短期的なCO2削減策)：快適なライフスタイルを維持しつつ、既存の自動車の年
間走行距離半減が可能であることを、私はこの3年間の新コロナ生活中に、自分の所有する車で確認した。さ
らに新車のHEVでCO2大幅低減できる。
・Middle-term target (中期的CO2削減策)：図示熱効率から正味熱効率への換算に機械摩擦損失・ブ
ローバイ等をいれているものの、圧縮比の換算はやめ、実際にかなり高圧縮比化した２つの試作エンジンの
燃焼実験から、低騒音振動で55％超が可能、というのが私個人の現時点での見通しである。Emissons、価格、
重量等の性能要求も満足することを示唆する結果を得はじめている。今後の1年程度で詳細な確認実験を行い、
実用化フェーズに入り、可能であれば数年で世に出したい。有効な原理なら、後はやる気の問題である事は
歴史が証明しているからである。

HEV用電池の性能差は企業間で大きくはないので、自動車メーカのエンジン性能の差異が商品性（価格・
走行可能距離等）を左右すると考えられる。また、仮に電池での性能差がかなりあっても、エンジン性能差
でカバーできる。これらの意味でもエンジンは重要である。
・Long-term target (⾧期展望)：このFocusing圧縮を土台として用いれば、化学反応を超えた弱い核反
応の可能性もある。理論研究では2000年から、実験研究の成果は2019年から報告をしてきてている。

・鶴翼の構えではなく、Focusing compression原理にFocus（一点集中）し、しかも、3段階突破
型（ピストン有、無、弱核反応）の構えで進めている。
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